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金
井
利
之

東
京
大
学
大
学
院
教
授

公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
／
編
集

理
論
・
事
例
・
実
務
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
書

自
治
体
の
予
算
編
成
改
革

新
た
な
潮
流
と
手
法
の
効
果

予
算
編
成
は
国
で
も
自
治
体
で
も
、
政
府
の
運
営
の
基
本
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
政
府
の
政
策
選
択
は
、
実
際
に
財
源
を
配
分
し

な
け
れ
ば
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
勿
論
、
予
算
を
あ
ま
り

必
要
と
し
な
い
政
策
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
財
源
配
分
あ
る
い
は

予
算
措
置
を
し
た
こ
と
が
、
直
ち
に
政
策
が
事
業
と
し
て
実
行
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
事
業
が
実
施
さ
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
所
期
の
効
果
が
生
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
う
し

た
観
点
は
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、
い
わ
ゆ
る
政
策
評
価
・
行
政

評
価
の
必
要
性
を
論
じ
る
と
き
に
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

日
本
の
行
政
は
、
予
算
編
成
を
す
れ
ば
あ
た
か
も
実
現
し
た
か
の

気
分
に
な
り
、
そ
の
後
の
評
価
へ
の
関
心
が
弱
か
っ
た
、
と
。
と

は
い
え
、
評
価
段
階
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
予
算
編
成

が
重
要
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
で
は
、

改
め
て
現
代
日
本
の
自
治
体
の
予
算
編
成
を
調
査
し
、
そ
の
改
革

動
向
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。「
改
革
の
２０
年
」
を
経
て
自
治

体
予
算
編
成
改
革
は
ど
こ
ま
で
到
達
し
た
か
を
俯
瞰
で
き
よ
う
。

第
１
章
は
、
稲
沢
克
祐
氏
に
よ
る
変
貌
動
向
の
解
説
で
あ
る
。

予
算
編
成
改
革
の
方
向
性
に
は
、
①
規
律
性
、
②
戦
略
性
、
③
合

理
性
、
④
参
画
性
、
⑤
透
明
性
、
が
あ
る
と
い
う
。
中
期
財
政
計

画
に
よ
る
規
律
化
、
総
合
計
画
や
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

に
よ
る
戦
略
化
、
行
政
評
価
や
枠
配
分
に
よ
る
合
理
化
、
議
会
予

算
審
議
の
活
性
化
や
市
民
参
画
に
よ
る
参
画
化
、
予
算
編
成
過
程
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の
公
開
に
よ
る
透
明
化
な
ど
、
改
革
の
具
体
的
手
法
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
２
章
で
は
、
鈴
木
潔
氏
に
よ
り
、
秩
父
市

（
行
政
評
価
の
活
用
）、
北
九
州
市
（
配
分
方
式
と
公
開
・
意
見
募

集
）、
大
阪
狭
山
市
（
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会
議
）、
小
松
市
（
議
会

予
算
審
議
・
決
算
審
査
）、
浜
田
市
（
要
求
・
査
定
の
公
表
）
な
ど

の
、
改
革
実
例
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

自
治
体
予
算
編
成
改
革
の
到
達
点
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
３
章
で
は
、
宮
田
昌
一
氏
に
よ
る
実
務
的
な
観
点
か
ら
の
留

意
点
が
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
予
算
編
成
は
厖

大
な
作
業
量
を
要
す
る
た
め
、
改
革
の
事
務
負
担
へ
の
配
慮
が
必

要
で
、
士
気
の
維
持
も
難
し
い
、
他
方
で
、
作
業
量
の
膨
大
性
が

生
む
マ
ン
ネ
リ
化
あ
る
い
は
「
作
業
」
化
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
か

と
い
っ
て
、
一
旦
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
資
料
を
削
減
す
る
こ

と
は
「
議
会
軽
視
」
と
い
わ
れ
か
ね
ず
に
困
難
で
あ
る
、
と
い
う

と
こ
ろ
は
、
予
算
編
成
の
実
務
が
机
上
の
改
革
で
は
進
ま
な
い
こ

と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
市
民
参
加
が
必
ず
し

も
歳
出
増
大
圧
力
と
な
ら
な
い
こ
と
を
実
体
験
か
ら
語
る
と
と
も

に
、
時
間
的
制
約
か
ら
実
質
的
な
市
民
参
加
の
た
め
の
手
法
の
工

夫
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
評
価
の
活
用
に
関
し
て
は
、
成
果
の

上
が
ら
な
い
原
因
分
析
と
、
評
価
・
決
算
時
点
の
タ
イ
ム
ラ
グ
へ

の
対
応
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
理
論
と
事
例
と
実
務
の
バ
ラ
ン
ス

の
も
と
、
現
代
日
本
の
自
治
体
の
予
算
改
革
の
概
況
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
紹
介
す
る
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
評
者
も
加
わ
っ
た

教
科
書
『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
地
方
自
治
﹇
改
訂
版
﹈』（
北
樹
出
版
、

２
０
１
１
年
）
に
お
い
て
も
、「
自
治
体
財
政
改
革
」
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
（
第
１６
章
第
３
節
）、
大
変
に
参
考
に
な
る
。

さ
ら
に
、
予
算
編
成
は
単
に
自
治
体
の
内
部
行
政
管
理
に
留
ま

ら
ず
、
地
域
社
会
経
済
に
与
え
る
影
響
も
あ
る
地
域
経
営
の
側
面

も
持
つ
。
そ
し
て
、
手
続
・
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
実
体
と
し
て

何
が
進
め
ら
れ
た
の
か
も
重
要
で
あ
る
。
合
併
、
地
方
財
政

シ
ョ
ッ
ク
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
受
け
る
な
か
で
、
人
件
費
を
物

件
費
（
委
託
費
）
に
置
き
換
え
て
歳
出
圧
縮
す
る
リ
ス
ト
ラ
型
の

財
政
緊
縮
策
が
、
２
０
０
０
年
代
に
は
実
体
面
で
進
め
ら
れ
た
。

同
時
に
、
経
済
疲
弊
の
ゆ
え
に
社
会
保
障
関
係
経
費
の
伸
び
は
制

御
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
発
生
や
地

域
経
済
の
疲
弊
と
い
う
状
況
下
で
、
経
済＝

財
政
の
視
点
を
持
っ

た
研
究
が
進
む
こ
と
も
、「
税
・
社
会
保
障
一
体
改
革
」
が
バ
ラ

バ
ラ
と
な
っ
た
「
無
体
改
革
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
は
、
期

待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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